
　カビの対策　Ｑ＆Ａ
    Ｑ 　  住宅の壁一杯にカビが広がっています
  　　   が，この先腐って壊れてしまう心配はあ
りませんか。また，このカビを止めて変色を取る
にはどうしたら良いのでしょうか？

     Ａ  　先に説明したように，カビの原因はア
         オカビ，ケカビなどの子のう菌や不完全
菌と言われる菌によるもので，腐れを起こすキノ
コ（担子菌）とは種類，性質が違っています。カ
ビの原因となる菌も湿度が高くて湿った環境を好
み，北側の押し入れ，畳裏などによく発生します。
強度の低下はほとんどないため，ナミダタケのよ
うに床が抜けるようなことはありません。しかし，
胞子を形成し，これがゼンソクなどを引きおこし
健康に害を及ぼします。
　さて，このカビを防ぐには腐れを防止するのと
同じように，乾燥させることが最も大切です。こ
れは本文頁を参照してください。また，カビが原
因となっている変色を取り除くための漂白法とし
ては，塩素系によるものが一般的です。市販の漂
白剤および使用例を表７に示します。

　アリの対策　　Ｑ＆Ａ

　  Ｑ  　羽のあるアリを見かけました。シロア

　  　　リではないでしょうか。

　  Ａ  　木材を食害することで有名なシロアリ

　　　　は，女王，兵アリ，職アリのような階級

社会を形成しています。しかし，このシロアリは，

同じような社会を持っているアリの仲間ではなく，

より下等なゴキブリの近縁となっています。住宅

に大きな被害をもたらしているのほ，イエシロア

リとヤマトシロアリです。特に，イエシロアリの

被害は大きく，マツの辺材など柔らかい材料を好

むようですが，住宅だけではなく，塀や電柱，枕

木更にプラスチックをも食害します。それぞれの

分布地域と成虫を図19と表８に示します。

　シロアリは木材の主成分であるセルロースを食

べますが，これをブドウ糖にまで分解して消化し

やすい形にしているのは，体内に共生している原

生動物です。

　ヤマトシロアリは水を運ぶ能力がないため,湿っ

た木材だけを食害します。そのため，浴室や台所

などの水回り部分，北向きの部屋の床下など腐れ

の起きやすい条件のところで被害が多くなってい

表７　市販漂白剤の一部とその適用例
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特集「木の家」百年持たせます

図19　シロアリの分布地域

表８　シロアリとアリの比較

ます。暖かい地方にいるのですが北海道の南部に
も分布していますから，そこでは防腐，防蟻処理
した土台を使い，本文中で説明したような処理を
することが必要です。
　道東，道北ではシロアリは見つけられていませ
ん 。 それらの地域で羽のあるアリは普通のアリ
（黒アリ）ですから，木材に被害を与える心配は
ありません。成虫の姿も図に示すようにはっきり
と異なっています。

　キクイムシの対策　Ｑ＆Ａ
　  Ｑ    住宅内部の棚板などから木クズが落ち
        てきます。材料には小さな穴があいてい

        ますが,この原因はいったい何でしょうか｡

  　Ａ　　穴が比較的大きくて，出てきた成虫の

  　    大きさが10mm以上ならばカミキリムシ，
キバチなどによる被害と考えられます。これらの
虫は伐採直後の生丸太に産卵し，幼虫が木材中を

食い進み，普通５～７月頃表面に脱出孔をあけて
成虫が飛び出します。成虫は住宅部材には産卵し
ませんので，被害の続くことはなく大きな問題に

は至りません。
　一方，乾燥したナラやラワンが被害を受けてい
るのならヒラタキクイムシ（図20）ではないかと

考えられます。この虫の幼虫は，ナラなどの乾燥
材中で生活し，含まれているでん粉を食べて成長
しています。そして，５～７月頃材表面に１～２

mmの脱出孔をあけて飛びだします。成虫が飛びだ
した後には多量の木クズが残されます。放置して
おくと生丸太の害虫と違い，ヒラタキクイムシの

成虫は再び産卵します｡そのため被害箇所が広がっ
ていきますから，適切な処理が必要です。

図20　ヒラタキクイムシの成虫
　　　体長は３～７mm程度。
　　　幼虫が木材中のでん粉を食べる。

　まず，ヒラタキクイムシが食害するのは，ラワ
ンやナラ辺材のようなでん粉の多い材料なので，
これらはあらかじめ防虫処理されているものを使
います。加害された後では完全に駆除するのは難
しくなりますが，市販の殺虫剤を塗布するか，被
害範囲が大きければ取りかえるしかありません。
塗布処理では木材の内部になかなか浸透しないの
で，塗布は一度だけでなく，二度，三度と繰り返
すことが必要です。


